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要旨：論文雑誌には文献が引用されることが多いが、引用文献には寿命があり、文献年令と共にその引用
数は指数関数的に y= kℯ -λｘの形で逓減する。『医学図書館』と『看護と情報』の 2 誌について英文を除く
全論文の引用文献を年代別に分けて引用数を計数し、その推移をグラフ化した。これらのグラフが、笹森
勝之助・牛島悦子らが見出した文献寿命則 y=kℯ -λｘとどのように関係づけられるか検証した。そのため、
予備的に各巻の文献寿命則を 11 年間合計した統合引用頻度グラフの挙動を詳細に観察した後、『医学図書
館』の場合は各巻により引用文献数の多い少ないに差は見られたが、各巻において寿命則があてはまるこ
とを見出した。一方『看護と情報』の場合は、寿命則が単純には当てはまらず、各巻においては寿命則か
らかなりずれる場合があることを検証した。 
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1. はじめに 
 各種論文雑誌において、その著者は、論
文を書くにあたって多くの引用文献を挙げ
ているが、それら引用文献は、当然のこと
ながら、いずれも論文執筆時以前に発行さ
れた論文または書籍その他である。それら
は、執筆時からそれほど年数的に離れてい
ない最近のものが多く、遠い過去のものは
少ない傾向にある。 
文献年令と引用論文数との関係について
は古くから報じられているが 1,2,3）、多くの
論文の詳細な調査に基づいて、文献の寿命
という観点から、引用文献数の減衰曲線を
あらわしたのが笹森勝之助・牛島悦子 3)で
あり、その曲線はｙ＝kℯ -λｘ で表わされる。
（以下、これを文献寿命則と呼ぶ）ここで
k は年令 0 の引用文献数であり、λは減衰
定数である。 
引用文献の年代別引用数の多少は、論文
執筆時の時代により、また論文誌の性格に
より、さらに論文内容により、それぞれ違
っている。文献寿命則における「年代が最
近に近づくにつれて、参考文献が増えてく
る」ことは、必ずしも個々の文献ではあて
はまらない場合もある。しかし、多くの数
の文献を集大成した結果では上記の減衰曲 
     
線に沿う形に収斂することになる。 
 
2. 引用文献寿命則 
2.1 文献寿命則の表現方法 
笹森・牛島らが描いた文献寿命則はグラ
フの第 1象限で描かれ、ｙ＝kℯ -λｘ（図 1、
横軸は文献年令、縦軸は引用文献数を表
す。）において、X軸は、現時点を 0として、
何年前に発表された論文かを表わす年数を
正数で表わしている。Y 軸は引用文献数を
表わしている。 
一方、ある論文雑誌の多年にわたる年代
別引用文献数（以下、統合年代別文献数と
呼ぶ）の推移を表わすグラフ（例えば後掲
する図 11 や図 13）においては、X 軸は第
一象限で年代順に左から右へ並べて表わす
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図 1 引用文献減衰曲線 
y = kℯ -λｘ 
 
→→ →→
    
ｙｙ ｙｙ
    
引
用
文
件
数
引
用
文
件
数
引
用
文
件
数
引
用
文
件
数
    
→ ｘ 年令 
†大阪市立大学大学院創造都市研究科・創造都市専攻 
Graduate School for Creative Cities, Osaka City University 
 か、現時点を 0 として、引用文献の寿命を
現時点からのマイナス年数として第 2 象限
を使って表わす方が見やすい。そこで、文
献寿命則と統合年代別文献引用頻度の関係
について、各年代の引用文献数を Y軸とし、
X 軸に文献寿命を現時点からのマイナス年
令として、第 2 象限を使った方法で考察す
る。 
 
2.2 各巻の年代別文献引用頻度 
ある一年間の全引用文献の年代別出現頻
度が文献寿命則ｙ＝kℯ -λｘに従う論文雑誌
があると仮定すると、この一年に発行され
た巻号における全引用文献の年代別引用頻
度は、ｋ＝１、λ＝－１を採用したｙ＝ℯ ｘ
を第 2象限内に図 2のように表わすことが
できる。 
 図 1 の寿命曲線との対比を見やすくする
ため、グラフ縦軸の目盛りは最高 1.0 とし
た。この図の縦軸は、頻度または多少を表
わすが、その絶対値には意味がない。引用
文献数であるから、実際には十分大きい整
数である。例えばｋ＝60とすれば、x=0の
とき、ｙ＝60となる。 
 
2.3 統合年代別文献引用頻度 
上記雑誌が 1 年のみでなく、出版される
各年における論文の全引用文献についても、
同様な文献寿命則に沿うものと仮定する。
ｋ＝１、λ＝－１を採用して、図 2 のよう
な文献引用頻度曲線を第1年度から第11年
度まで、同じ図の中に表現すると、図 3 の
ようになる。ただし、次図との対比を見や
すくするため、グラフ縦軸の目盛り最高値
は 2.0とした。 
第1巻～第11巻までのそれぞれの曲線は、
左からそれぞれ、y1 = ℯ （ｘ-10）、y2 = ℯ （ｘ-9）、
y3 = ℯ （ｘ-8）、y4 = ℯ （ｘ-7）、y5 = ℯ （ｘ-6）、y6 
= ℯ （ｘ-5）、y7 = ℯ （ｘ-4）、y8 = ℯ （ｘ-3）、y9 = ℯ 
（ｘ-2）、y10 = ℯ （ｘ-1）、y11 = ℯ ｘとなる。 
次に、これらを統合すると、Y = y1 + y2 + 
y3  + y4 + y5 + y6 + y7 + y8 + y9 + y10 + y11 = ℯ 
（ｘ-10） 
+ ℯ （ｘ-9） + ℯ （ｘ-8） + ℯ （ｘ-7） + ℯ （ｘ
-6） 
+ ℯ （ｘ-5） + ℯ （ｘ-4） + ℯ （ｘ-3） + ℯ （ｘ-2） 
+ ℯ （ｘ-1） + ℯ ｘ となる。これをグラフに表
わすと図４になる。 
－20～－10 年までは出現頻度は文献寿
命則曲線の逆形をとるが、－10～0 年まで
は頻度 1.6 に跳ね上がり、ほとんど一定の
ような形となったあと急速に 1.0 に逓減す
る形となる。 
 
2.4 統合引用文献頻度モデルその１（一つ
の極大値が存在する場合） 
引用文献の引用頻度はある巻号において
極端に大きくなる場合がある。例えば、論
文雑誌の初巻には、初巻にふさわしく、か
なり総合的な観点から懇切丁寧に書かれた
図 4 第 1～11 巻の統合引用文献頻度モデル 
0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
1.2
1.4
1.6
1.8
2.0
-20 -18 -16 -14 -12 -10 -8 -6 -4 -2 0
マイナス年令
頻
度
 
0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0
-20 -18 -16 -14 -12 -10 -8 -6 -4 -2 0
マイナス年令
頻
度
図2 第 1～11巻の各年代別引用文献頻度モデル 
図 3 第 1～11 巻の各年代別引用文献頻度モデル 
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 論文など数多く集まっている場合がある。   
また、どの巻号においてもそうであるが、
特集号が組まれて、一定年にかなりの論文
が集中する場合などがある。引用文献の数
は論文が集中すればするほど多くなる傾向
にある。そのような場合には図 4 の曲線は
どのように表現できるのか調べた。 
まず初巻または最初の 1 年間に発行され
た論文雑誌における引用文献数が他年にお
ける引用文献数に比べて約 5 倍多い場合を
想定すると、ｙ＝ｋℯ ｘ においてｋ＝5 す
なわち y1＝５ℯ ｘ を意味する。そのほかの
y2～y11はｋ＝１である。（「3 倍多い場合」、
「2 倍多い場合」などの表現も同様に取り
扱う。）その曲線は図 5-1のようになり、図
4の曲線に対して－10年の位置に大きな極
大値が観察される形となる。 
さらに、引用文献数が他の年に比べて 5
倍多い年が、第 2年度～第 11年度に順次変
化していくに従い、頻度曲線がどのように
変化していくかを図 5-2～図 5-11まで示し
た。 
図 5 のシリーズでは、極大値がグラフ枠
内に納まるように、グラフ縦軸は最高頻度
目盛りを６.0 に引き上げ、以後の図形と対
比しやすくした。他の年に比べて 5 倍引用
文献数が多い年度が移動するにしたがって、
極大値が各年数分右方へ移動する様子が観
察される。 
 
 
 
図 5-3 第 3 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合  図 5-4 第 4 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合 
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図 5-1 第 1 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合  図 5-2 第 2 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合 
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図 5-5 第 5 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合  図 5-6 第 6 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合 
 
 
図 5-7 第 7 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合  図 5-8 第 8 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合 
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図 5-9 第 9 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合 図 5-10 第 10 巻が他の巻号より 5倍高頻度の場合 
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図 5-11 第 11 巻が他の巻号よりも 5 倍高頻度の場合 
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 2.5 統合引用文献頻度モデルその２（二つの
極大値が存在する場合） 
次に、最初の年と 2年後（3年目）引用文献
数が他の年の引3用文献数の倍多くあった場合
を想定すると、図6-1のように極大値が1年間
をおいた形で 2 箇所に観察される。この場合、
y1＝３ℯ （ｘ-10）、y3＝３ℯ （ｘ-8）となり、それ以
外はｋ＝１である。同様に3年目と5年目が他
年より3倍多い場合（y3＝３ℯ （ｘ-8）、y5＝３ℯ （ｘ
-6）、5年目と7年目が他年より3倍多い場合（y5
＝３ℯ （ｘ-6）、y7＝３ℯ （ｘ-4）、7年目と9年目が
他年より3倍多い場合（y7＝３ℯ （ｘ-4）、y9＝３
ℯ （ｘ-2）、9年目と 11年目が他年より 3倍多い
場合（y9＝３ℯ （ｘ-2）、y11＝３ℯ ｘを、それぞれ
図6-2～図6-5として表わした。 
 
 
 
 
 
2.6 統合引用文献頻度モデルその３（大きさ
の違う二つの極大値が存在する場合） 
次に、他の巻号よりも引用文献数が、第1巻
が 3倍、第 3巻が 5倍多い場合、すなわち y1
＝3 ℯ （ｘ-10）、y3＝5 ℯ （ｘ-8）、その他はｋ＝1で
yn＝ℯ （ｘ-（11-n）））は図7-1のようになる。一番
目の極大値よりも後年の二番目の極大値が大き
くなる様子が観察され、他は図6-1の場合と似
図6-5 第9巻と第11巻が他の巻号より 
3倍高頻度の場合 
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図6-1 第1巻と第3巻が他の巻号より 
3倍高頻度の場合 
図6-2 第3巻と第5巻が他の巻号より 
3倍高頻度の場合 
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図6-3 第5巻と第7巻が他の巻号より 
3倍高頻度の場合 
図6-4 第7巻と第9巻が他の巻号より 
3倍高頻度の場合 
 た形になる。図６-2～図６-5 の場合と同様に、
第3巻が3倍で第5巻が5倍の場合（y3＝３ℯ （ｘ
-8）、y5＝５ℯ （ｘ-6）、その他はｋ＝1でyn＝ℯ （ｘ
-（11-n）））、第5巻が3倍で第7巻が5倍の場合
（y5＝３yn＝ℯ （ｘ-6）、y7＝５yn＝ℯ （ｘ-4）、そ
の他はｋ＝1で yn＝ℯ （ｘ-（11-n）））、第 7巻が 3
倍で第9巻が5倍の場合（y7＝３ℯ （ｘ-4）、y9＝
５ℯ （ｘ-2）、その他はｋ＝1でyn＝ℯ （ｘ-（11-n）））、
第9巻が3倍で第11巻が5倍の場合（y9＝３ℯ 
（ｘ-2））、y11＝５ℯ ｘ、その他はｋ＝1でyn＝ℯ （ｘ
-（11-n）））について、それぞれの曲線は図 7-2～
図7-5のようになる。 
図6系列と図7系列は2番目の極大値の大き
さ（または頻度）が 3倍と 5倍の違いのみで、
曲線も二つの極大値を持ち、かなり似た形にな
ることがわかる。 
 
 
 
 
 
2.7 統合引用文献頻度モデルその４（二つの
極大値間隔が変化する場合） 
次に、極大値と極大値の間隔が開いた場合は
どのような頻度曲線になるかについて以下に観
察した。最初に、以後のグラフの比較を見やす
くするため、極大値と極大値の間隔が１年の図、
図7-5 第9巻が3倍、第11巻が5倍 
  他の巻号より高頻度の場合 
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図7-1 第1巻が3倍、第7巻が5倍 
   他の巻号より高頻度の場合 
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図7-2 第3巻が3倍、第5巻が5倍 
   他の巻号より高頻度の場合 
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図7-3 第5巻が3倍、第7巻が5倍 
   他の巻号より高頻度の場合 
3  
図7-4 第7巻が3倍、第9巻が5倍 
   他の巻号より高頻度の場合 
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 すなわち図6-1を再掲する。図8-1は続いてそ
の間隔が 2年空いた場合を表わし、図 8-2は 5
年間隔を空けた場合、図8-3は８年間隔を明け
た場合の頻度曲線を形成する。
 
図 8-5 第 1巻と第 11巻が他の巻号より 
3倍高頻度の場合 
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2.8 統合引用文献頻度モデルその５（左の極
大値が右の極大値より大きい場合） 
同様に、第1巻が5倍、第4巻が3倍他の巻
号よりも高頻度で引用される場合を図9-1に示
す。これら2つの極大値が右方へ動く場合はど
うなるかを見ると、第4巻が5倍、第7巻が3
倍他の巻号よりも高頻度で引用される場合を図
9-2、第7巻が5倍、第10巻が3倍他の巻号よ
りも高頻度で引用される場合を図9-3で表わす。 
 
2.9 統合引用文献頻度モデルその６（最近巻
号が極端に少ない場合） 
最近の巻号において論文引用数が極端に少な
い場合はどうなるか見た。すなわちy7は3倍高
頻度であるが、y9、y10、y11は逆に低頻度で、
ｋ＝0.1 とした場合、グラフを描くと、図 9-4
になる。この場合の数式は Y＝ℯ （ｘ-10）＋ℯ （ｘ
-9）＋ℯ （ｘ-8）＋ℯ （ｘ-7）＋ℯ （ｘ-6）＋ℯ （ｘ-5）ℯ （ｘ
-4）＋３ℯ （ｘ-4）＋ℯ （ｘ-3）＋0.1 ℯ （ｘ-2）＋0.1 ℯ 
（ｘ-1）＋0.1 ℯ （ｘ-1）となる。 
図6-1（再掲） 第1巻と第3巻が 
他の巻号より3倍高頻度の場合 
 
図8-1 第1巻と第4巻が他の巻号より 
3倍高頻度の場合 
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図8-3 第1巻と第7巻が他の巻号より 
3高頻度の場合 
 
図8-4 第1巻と第11巻が他の巻号より 
3倍高頻度の場合 
 
  
 
 
 
2.10 統合引用文献頻度モデルその６（短寿命、
高寿命の場合） 
 これまで述べたグラフは、文献寿命則ｙ＝ｋ
ℯ λｘのうち定数ｋを変化させてその出現頻度
を見たものである。その際常にλ＝－1とした。
しかし、最近のように出版雑誌が増え、引用さ
れる文献寿命が短くなる場合には、λ定数もへ
んかさせる必要がある。λ定数が大きい場合は
マイナス年令増大につれて急速に減衰する短寿
命曲線になる。逆に寿命が長い場合もあり、λ
定数が小さい場合に相当する。ｋ＝6の場合で、
長寿命（λ＝ 0ー.5）、標準寿命（λ＝－1）、短
寿命（λ＝－3）の違いを象徴的示すと図 10-1
になる。数式ではそれぞれ、長寿命曲線：ｙ＝
6 ℯ 0.5ｘ、標準寿命曲線：ｙ＝6 ℯ ｘ、短寿命曲線：
ｙ＝6 ℯ 3ｘ と表わされる。 
次に、図10-1の長寿命曲線、標準曲線、短寿
命曲線について、第 7巻と第 10巻のみ 3倍高
頻度（ｋ＝3）にすればどのような曲線になる
かを見たものが図10-2である。 
長寿命の場合は年代の古い文献でも引用回数
がかなりあるために、出現数の底上げが行われ
図9-3 第7巻が5倍、第10巻が3倍 
  他の巻号より高頻度の場合 
3  
図9-4 他の巻号より第7巻が3倍高頻度 
第9～11巻が0.1倍と極端に少ない場合 
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図9-1 第1巻が5倍、第4巻が3倍 
   他の巻号より高頻度の場合 
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図9-2 第4巻が5倍、第7巻が3倍 
   他の巻号より高頻度の場合 
3  
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図10-1 引用文献の長寿命、標準寿命、短寿命モデル 
 
図10-2 他の巻号より第7巻が3倍、第10巻が5倍 
高頻度の場合における長寿命タイプ、標準タ
イプ、短寿命タイプの引用頻度曲線 
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 ており、曲線変化がなだらかであり、逆に短寿
命になると底上げが減り、年代の古い文献引用
頻度が急速に落ち、各巻号の合計にあまり寄与
せず、曲線変化がシャープなものになる。それ
ら数式は以下のようになる。 
長寿命タイプ： Y＝ℯ 0.5（ｘ-10）＋ℯ 0.5（ｘ-9）＋ℯ 0.5
（ｘ-8）＋ℯ 0.5（ｘ-7）＋ℯ 0.5（ｘ-6）＋ℯ 0.5（ｘ-5）＋３ℯ 0.5（ｘ
-4）＋ℯ 0.5（ｘ-3）＋ℯ 0.5（ｘ-2）＋３ℯ 0.5（ｘ-1）＋ℯ 0.5ｘ 
標準タイプ：Y＝ℯ （ｘ-10）＋ℯ （ｘ-9）＋ℯ （ｘ-8）＋ℯ 
（ｘ-7）＋ℯ （ｘ-6）＋ℯ （ｘ-5）＋３ℯ （ｘ-4）＋ℯ （ｘ-3）＋
ℯ （ｘ-2）＋３ℯ （ｘ-1）＋ℯ ｘ 
短寿命タイプ：Y＝ℯ 3（ｘ-10）＋ℯ 3（ｘ-9）＋ℯ 3（ｘ-8）
＋ℯ 3（ｘ-7）＋ℯ 3（ｘ-6）＋ℯ 3（ｘ-5）＋３ℯ 3（ｘ-4）＋ℯ 3
（ｘ-3）＋ℯ 3（ｘ-2）＋３ℯ 3（ｘ-1）＋ℯ 3ｘ 
 
3. 『医学図書館』および『看護と情報』」にみ
る文献寿命則 
次に、実際の論文雑誌について引用文献数が
どのように変化しているかを、『医学図書館』お
よびについて観察し、それら引用頻度の状況に
ついて文献寿命則を適用してシミュレーション
可能なものであるかを検証する。 
『医学図書館』は特定非営利活動法人日本医
学図書館協会の機関誌であり、1954年に創刊さ
れた。一方、『看護と情報』は日本看護図書館協
会の機関誌であり、1994年に創刊されている。 
 
3.1 『医学図書館』に見る文献寿命則 
『医学図書館』の場合について文献寿命則を
検証する。筆者は昨年『医学図書館』第 41 巻
～第51巻（’94～’04）における全論文雑誌（た
だし英文を除く）につき、各論文の引用文献の
発行年代を調べた。4）その調査結果から抜粋し
た文献引用数と文献年代一覧を表1に示す。 
この表1に得られた統計数字から、各年の合
計引用文献数 566 点の推移曲線を描くと図 11
になる。
表1 『医学図書館』（’94～’04）における論文引用文献の年代別引用数 
西暦 '66 '67 '68 '69 '70 '71 '72 '73 '74 '75 '76 '77 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 合計
41巻 1 1 0 1 1 1 0 0 2 1 1 0 2 0 0 2 1 7 4 4 3 1 35
42巻 1 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 3 0 4 10 17 46
43巻 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 3 1 3 1 0 2 4 4 6 28
44巻 1 1 0 0 0 0 1 2 1 0 0 1 4 0 1 0 4 1 1 0 6 10 1 1 36
45巻 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 3 3 0 0 0 2 3 10 15 11 27 10 92
46巻 1 0 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 2 2 5 6 2 18 7 50
47巻 2 0 4 3 0 0 2 0 1 0 0 1 0 1 0 1 1 4 0 1 3 1 3 2 2 4 3 7 15 5 1 76
48巻 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 7 11 8 4 36
49巻 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 2 4 2 3 5 13 14 20 7 76
50巻 3 3 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 2 3 2 7 1 1 7 5 8 2 47
51巻 4 3 4 5 5 7 14 2 44
合計 1 0 1 1 2 0 7 6 0 4 5 1 1 2 5 8 6 4 4 3 5 14 8 12 13 16 9 15 35 59 40 51 60 41 35 34 22 16 2 566  
図11　『医学図書館』の論文（'94～'04）の各巻別引用文献数の推移
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これに対し、最新時点を０年として－10年ま
で、各巻毎（毎年）にｙ＝ｋℯ λnｘの文献寿命
則を適用して、Y＝Σkn ℯ λnｘ（n＝41～51）
における knおよびλnの数値を代入して形成さ
れる曲線が、実際の引用数から得られた図 11
に示された右半分（最近年から 10 年前まで）
の曲線に最も近くなるよう、試行錯誤して kn
およびλnの数値を表 2のごとく定め、Yを計
算し、その値を第 2 象限にプロットし、図 12
を得た。 
ここに得られた曲線を表わす数式は、Y＝ℯ 
（ｘ-10）＋４ℯ （ｘ-9）＋2ℯ （ｘ-8）＋２ℯ （ｘ-7）＋４ℯ 
（ｘ-6）＋３ℯ （ｘ-5）＋2ℯ （ｘ-4）＋2.5 ℯ （ｘ-3）＋1.5 ℯ 
（ｘ-2）＋ℯ （ｘ-1）＋0.1 ℯ ｘ となる。この数式の各
項目においてλ＝－1 となっており、ｋ定数の
みが 0.1～４まで変化している。すなわち各巻
の引用文献年代分布曲線は寿命則に従う曲線の
集合になっていることが分かる。 
あらためて振り返ると、図 11の最近約 20年
における文献引用数曲線は第1象限に描いた図
であり、図 12は第 2象限に描いた図であるこ
との違いはあるが、非常に似た形になっている。
これは実際の統計数字から作成した最近約 20
年における文献引用数曲線図 11 を、各巻の引
用文献寿命則を応用してシミュレーションでき
ることを示している。すなわち、論文雑誌の引
用文献数を年代順に計数し、各年毎の推移を描
く曲線は、各年毎の論文数がほぼｙ＝ｋℯ λｘ 
の文献寿命則に従うと考えて解析する事が十分
に可能である。 
 
3.2 『看護と情報』に見る文献寿命則 
近年筆者は、『看護と情報』の初巻～第 11 巻
（’94～’04）まで論文のみを抽出し（ただし英
文論文を除く）、各巻の引用文献を抽出し、その
年代を調査した。4)  これらをまとめたものが
表 3である。この表には年代不詳の引用文献 4
点が含まれており、年代の明らかな引用文献総
数は565点である。 
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表2 『医学図書館』」文献寿命則ｙ＝ｋℯ -λｘに関するシミュレーション計算表 
κ λ d ｘ y1 y2 y3 y4 y5 y6 y7 y8 y9 y10 ｙ11 Y
1 -1 1 -20 0.0000 0.00
1 -1 1 -19 0.0001 0.0002 0.00
1 -1 1 -18 0.0003 0.0005 0.0135 0.01
1 -1 1 -17 0.0009 0.0013 0.0222 0.0001 0.02
1 -1 1 -16 0.0025 0.0036 0.0366 0.0002 0.0002 0.04
1 -1 1 -15 0.0067 0.0099 0.0604 0.0007 0.0005 0.0001 0.08
1 -1 1 -14 0.0183 0.0270 0.0996 0.0018 0.0013 0.0004 0.0001 0.15
1 -1 1 -13 0.0498 0.0733 0.1642 0.0050 0.0036 0.0010 0.0002 0.0001 0.30
1 -1 1 -12 0.1353 0.1991 0.2707 0.0135 0.0099 0.0027 0.0007 0.0003 0.0001 0.63
1 -1 1 -11 0.3679 0.5413 0.4463 0.0366 0.0270 0.0074 0.0018 0.0008 0.0002 0.0000 1.43
1 -1 1 -10 1.0000 1.4715 0.7358 0.0996 0.0733 0.0202 0.0050 0.0023 0.0005 0.0001 0.0000 3.41
1 -1 1 -9 4.0000 1.2131 0.2707 0.1991 0.0549 0.0135 0.0062 0.0014 0.0003 0.0000 5.76
1 -1 1 -8 （κ=4） 2.0000 0.7358 0.5413 0.1494 0.0366 0.0168 0.0037 0.0009 0.0000 3.48
1 -1 1 -7 （κ=2） 2.0000 1.4715 0.4060 0.0996 0.0458 0.0101 0.0025 0.0001 4.04
1 -1 1 -6 （κ=2） 4.0000 1.1036 0.2707 0.1245 0.0275 0.0067 0.0002 5.53
1 -1 1 -5 （κ=4） 3.0000 0.7358 0.3383 0.0747 0.0183 0.0007 4.17
1 -1 1 -4 （κ=3） 2.0000 0.9197 0.2030 0.0498 0.0018 3.17
1 -1 1 -3 （κ=2） 2.5000 0.5518 0.1353 0.0050 3.19
1 -1 1 -2 （κ=2.5） 1.5000 0.3679 0.0135 1.88
1 -1 1 -1 （κ=1.5） 1.0000 0.0368 1.04
1 -1 1 0 0.1000 0.10
（κ=0.1）
 表3 『看護と情報』論文（’94～’04）における引用文献の年代別引用数 
巻号 年不明 '67 '68 '69 '70 '71 '72 '73 '74 '75 '76 '77 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 合計
1巻 0 1 9 8 3 2 0 5 3 3 3 1 3 3 8 8 12 11 9 4 13 10 18 12 19 22 25 35 258
2巻 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 3 0 2 2 1 0 3 3 2 3 3 6 17 6 10 69
3巻 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 2 1 6 1 3 4 8 5 8 16 18 77
4巻 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 6 3 4 12 7 39
5巻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 0 1 1 4 4 6 8 29
6巻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 2 3 4 3 4 21
7巻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 1 1 0 3 2 2 4 6 7 31
8巻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 4 7 3 3 19
10巻 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 10
11巻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 0 0 2 1 3 1 1 16
合計 4 1 11 9 5 3 0 6 3 5 5 2 7 5 12 8 14 13 10 6 18 24 23 23 31 42 60 54 43 38 21 20 18 12 6 5 1 1 569  
 
この表から各巻および第1～第11巻合計の統
合年代別引用文献頻度曲線を描いたものが、図
13である。 
 
図 13の場合、X軸は西暦年をそのまま採用
し、第1象限に描いてあるが、曲線の形は、第
2象限に描かれたマイナス年令をX軸にする形
と全く同じように評価できる。この場合、極大
値が1箇所1992年（すなわち、－12年）にあ
る。この「看護と情報」は1年に1回の発行で、
初巻の発行が1994年であることから、1993年
の引用が通常最大と判断される。にもかかわら
ず、1992年に極大値が見られることは、ｙ＝ｋ
ℯ -λｘ の文献寿命則から外れるような文献引用
が起こっているようにみえる。 
この雑誌の発行時期（毎年3月）から判断す
ると、雑誌発行年度と同じ年の文献引用は難し
いこと、また雑誌の発行時期と論文執筆者の原
稿執筆時期の間にもタイムラグがある。したが
って、第1巻の原稿執筆段階で引用可能な直前
発行文献は1993年発行であるにもかかわらず、
実質的には 1993年に発行された文献の引用は
限定される状況にあったと考えられる。 
図 13 の各巻の発行数推移から判断すると、
第2巻（1995年発行）には最近年である1994
年やその前年 1993年発行文献の引用が異常に
少なく、逆にもう 1 年前（1992 年）の文献の
引用が異常に多かった。さらに第 4 巻（1997
図13　『看護と情報』誌論文における年代による各巻別引用文献数の推移
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 年発行）にも1992年に引用された文献が多い。
さらに、2000年～2003年は引用文献が極端に
少ないことは、論文数そのものが少なく、引用
文献も極端に少ない状況であったといえる。 
これに対し、最新時点を０年として－10年ま
で、各巻毎（毎年）にｙ＝ｋℯ -λnｘの文献寿命
則を適用して、Y＝Σkn ℯ λnｘ（n＝1～11）に
おける knおよびλnの数値を代入して形成され
る曲線が、実際の引用数から得られた図 13 に
示された右半分（最近年から 10 年前まで）の
曲線に最も近くなるよう、試行錯誤してknおよ
びλnの数値を、λ＝－１として、表4-1のごと
く定め、Yを計算し、その値を第2象限にプロ
ットしたものが、「寿命則温存型シミュレーショ
ン」を表わす図14-1である。 
図14-1と図13の右半分を比べてみると、「寿
命則温存型ミュレーション」図の極大値より右
半分は「肩」が見られる相似形となっているが、
左半分はマイナス年令と共に指数関数的に減衰
する曲線になっており、図 13 と相似形にはな
らない。そこで、左側も「肩」が存在するよう
にλ値を再度試行錯誤する。その結果を表 4-2
に示し、グラフに示したものが図14-2である。
 
 
 
 
 
 
図14-2 文献寿命則にkとλ双方を仮定し 
       て得られた『看護と情報』（’94～’04） 
   引用文献シミュレーション図 
シミュレーション図 
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図14-1 文献寿命則を適用して得られた 
『看護と情報』（’94～’04）引用文献
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表4-1 『看護と情報』」文献寿命則ｙ＝ｋℯ -λｘに関するシミュレーション計算表 
κ λ d ｘ y1 y2 y3 y4 y5 y6 y7 y8 y9 y10 ｙ11 Y
1 -1 1 -20 0.0002 0.00
1 -1 1 -19 0.0005 0.0001 0.00
1 -1 1 -18 0.0013 0.0003 0.0135 0.02
1 -1 1 -17 0.0036 0.0008 0.0222 0.0000 0.03
1 -1 1 -16 0.0099 0.0023 0.0366 0.0001 0.0000 0.05
1 -1 1 -15 0.0270 0.0062 0.0604 0.0003 0.0001 0.0000 0.09
1 -1 1 -14 0.0733 0.0168 0.0996 0.0009 0.0003 0.0001 0.0000 0.19
1 -1 1 -13 0.1991 0.0458 0.1642 0.0025 0.0009 0.0003 0.0001 0.0000 0.41
1 -1 1 -12 0.5413 0.1245 0.2707 0.0067 0.0025 0.0009 0.0002 0.0000 0.0000 0.95
1 -1 1 -11 1.4715 0.3383 0.4463 0.0183 0.0067 0.0025 0.0005 0.0001 0.0000 0.0000 2.28
1 -1 1 -10 4.0000 0.9197 0.7358 0.0498 0.0183 0.0067 0.0012 0.0003 0.0001 0.0000 0.0000 5.73
1 -1 1 -9 （κ=4） 2.5000 1.2131 0.1353 0.0498 0.0183 0.0034 0.0007 0.0003 0.0000 0.0000 3.92
1 -1 1 -8 （κ=2.5） 2.0000 0.3679 0.1353 0.0498 0.0092 0.0020 0.0007 0.0001 0.0000 2.57
1 -1 1 -7 （κ=2） 1.0000 0.3679 0.1353 0.0249 0.0055 0.0020 0.0002 0.0001 1.54
1 -1 1 -6 1.0000 0.3679 0.0677 0.0149 0.0055 0.0007 0.0002 1.46
1 -1 1 -5 1.0000 0.1839 0.0406 0.0149 0.0018 0.0007 1.24
1 -1 1 -4 0.5000 0.1104 0.0406 0.0050 0.0018 0.66
1 -1 1 -3 （κ=0.5） 0.3000 0.1104 0.0135 0.0050 0.43
1 -1 1 -2 （κ=0.3） 0.3000 0.0368 0.0135 0.35
1 -1 1 -1 （κ=0.3） 0.1000 0.0368 0.14
1 -1 1 0 （κ=0.1） 0.1000 0.10
（κ=0.1）
  
第 1象限に描いた図 13の右半分と、シミュレー
ション図である図 14-2の第 1～11巻の統合した
曲線とは、非常に似た形になっている。この場合
は、表4-2に示されるごとく、計算表上半分にあ
る左側のλ列の値は各年度の文献寿命則に共通で
なく、各年代に特異な値を採用した。このような
シミュレーションは、単純な引用文献寿命則では
表現できず、指数関数とは異なる曲線が集合した
ものになるであろうと考えられる。実際にこのシ
ミュレーション（表 4-2）に基づいて、各巻別の
曲線を、図 13-2 が示すそれらの統合曲線も合わ
せて表わすと図14-3になる。 
この図から、各巻の年代別引用文献数のデータ、
たとえば、第 1巻～第 3巻と第 9巻などは曲線
が乱高下し、指数関数を示す文献寿命則とかけ離
れた文献引用数の推移が見られる。 
 
 
表4-2 『看護と情報』論文（’94～’04）における引用文献数シミュレーションその2： 
文献寿命則ｙ＝ｋℯ -λｘ においてｋとλ双方を変化させた計算表 
 
図14-3 文献寿命則にkとλ双方を仮定して得られた『看護と情報』（’94～’04）の 
引用文献シミュレーション図 
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1-11巻統合
κ λ d ｘ y1 y2 y3 y4 y5 y6 y7 y8 y9 y10 ｙ11 Y
1 -1 1 -20 0.0002 0.00
1 -1 1 -19 0.0005 0.0001 0.00
1 -1 1 -18 0.0013 0.0003 0.0135 0.02
1 -0.4 1 -17 0.2432 0.1019 0.3306 0.0183 0.69
1 -0.4 1 -16 0.4898 0.2157 0.4932 0.0429 0.0302 1.27
1 -0.4 1 -15 0.5413 0.2268 0.4932 0.0408 0.0273 0.0183 1.35
1 -0.5 1 -14 0.5413 0.2052 0.4463 0.0302 0.0183 0.0111 0.0034 1.26
1 -0.5 1 -13 0.8925 0.3383 0.5730 0.0498 0.0302 0.0183 0.0056 0.0020 1.91
1 -0.5 1 -12 1.4715 0.5578 0.7358 0.0821 0.0498 0.0302 0.0092 0.0033 0.0020 2.94
1 -0.4 1 -11 2.6813 1.1233 1.0976 0.2019 0.1353 0.0907 0.0304 0.0122 0.0082 0.0018 5.38
1 -2 1 -10 4.0000 0.3383 0.2707 0.0025 0.0003 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 4.61
1 -1 1 -9 （κ=4） 2.5000 1.2131 0.1353 0.0498 0.0183 0.0034 0.0007 0.0003 0.0000 0.0000 3.92
1 -1 1 -8 （κ=2.5） 2.0000 0.3679 0.1353 0.0498 0.0092 0.0020 0.0007 0.0001 0.0000 2.57
1 -1 1 -7 （κ=2） 1.0000 0.3679 0.1353 0.0249 0.0055 0.0020 0.0002 0.0001 1.54
1 -1 1 -6 1.0000 0.3679 0.0677 0.0149 0.0055 0.0007 0.0002 1.46
1 -1 1 -5 1.0000 0.1839 0.0406 0.0149 0.0018 0.0007 1.24
1 -1 1 -4 0.5000 0.1104 0.0406 0.0050 0.0018 0.66
1 -1 1 -3 （κ=0.5） 0.3000 0.1104 0.0135 0.0050 0.43
1 -1 1 -2 （κ=0.3） 0.3000 0.0368 0.0135 0.35
1 -1 1 -1 （κ=0.3） 0.1000 0.0368 0.14
1 -1 1 0 （κ=0.1） 0.1000 0.10
（κ=0.1）
 ４． 結論 
 『医学図書館』誌（’94～’04）と『看護と情報』
誌（’94～’04）の 2 誌に掲載された、英文を除く
全論文における各引用論文を年代別に分けて引用
数を計数し、その統合推移曲線をグラフ化した。
これらの曲線が特異な形をとるため、笹森勝之
助・牛島悦子らが見出した文献寿命則ｙ＝ｋℯ -λｘ 
とどう関係づけられるか検証した。 
まず、各巻号において、指数関数で表わされる
文献寿命則に沿った形で文献引用が行われるとし
た場合の理論計算を行い、各巻を統合した曲線が
どのような形をとるかをグラフで表わした。次に
各巻号に種々の条件が加わる場合の統合曲線の形
の変化を観察することにより、実際の『医学図書
館』や『看護と情報』の場合に現れた統合曲線を
シミュレーションした。その結果、文献寿命則ｙ
＝ｋℯ -λｘ のｋ定数とλ定数を変化させることに
より実際の統合曲線とほぼ相似形が得られるよう
なシミュレーションが可能であることを見出した。 
この解析により『医学図書館』誌論文（’94～’04）
においては、各巻により引用文献数の多い少ない
（ｋ定数の大小）に差は見られたが、各巻におい
て寿命則があてはまることを検証した。一方『看
護と情報』誌論文（’94～’04）の場合は、寿命則
が単純には当てはまらず、各巻の引用頻度曲線は
寿命則からかなりずれ、曲線が乱高下する形にな
っていると検証された。 
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